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　第 16 回田村市都路グリーンパー
ク杯争奪スポーツ少年団ソフトボー
ル大会が 6 月 20 日、田村市都路運
動場と野球場で開かれました。県内
各地区から 20 チームが集結し、2
ブロックに分かれてトーナメントを行
いました。子どもたちは明るく大き
な声で、必死にボールを追いかけ、
熱戦を繰り広げました。
　田村市からは、都路スポーツ少年
団、芦沢七郷スポーツ少年団、美山
スポーツ少年団が出場しました。

グリーンパーク杯争奪
スポ少ソフト大会

　7 月 13、14 の 両 日、 市 役 所で、
中学生を対象にした「サマーイングリ
ッシュキャンプ 2024」を開催しまし
た。英会話力を身に付けることを狙
いに、語学研修を支援する早稲田大
学グループ「セカクル」のメンバー 8
人と ALT( 外国語指導助手 ) を指導
者に、英語でのコミュニケーション
を中心とした活動を行いました。
　参加者からは「もっと英語を勉強
したい」「英会話で気持ちを伝えられ
て、うれしかったです」などの声が
聞かれました。

　7 月 4 日、市役所で田村市要保護
児童対策地域協議会代表者会議が
開催されました。
　県中児童相談所長ほか 15 人が参
加し、要保護児童への理解、協議会
の現状と各機関の役割について共有
を図るとともに、「子育て世帯に対す
る包括的な支援のための体制強化に
向けた児童相談所と関係機関の役割
について」をテーマに研修を行いま
した。

サマーイングリッシュ
キャンプ 2024

　7 月 16、17 の両日、ハローワー
ク郡山管内への就職を希望する高校
生向けに合同企業説明会が、郡山市
労働福祉会館で開催され、2 日間で
80 人以上の高校生が参加しました。
　市内からは３社が参加し、就職を
希望する高校生に向けて企業の魅力
を発信しました。若手の育成に積極
的なユースエール認定企業やものづ
くり関連企業への関心が高まる説明
会となりました。

　7 月 17 日、市と田村地区保護司
会田村市支部（遠藤富重支部長）は、
メガステージ田村店駐車場で「社会
を明るくする運動」に係る街頭キャ
ンペーンを実施しました。
　市長をはじめ、田村警察署長や更
生保護女性会など約 40 人が、啓発
物品等を配布しながら、犯罪や非行
のない明るい地域づくりを目指して
呼びかけを行いました。今後も、さ
まざまな行事を通し、安全で安心な
明るい社会の実現に向け、理解と協
力を訴えます。

　7 月 27 日、市図書館で「夏のお
はなし会」が開催され、親子 27人
が参加しました。
　おはなし会どんぐりによる、ビッ
グブックの読み聞かせや、手あそび
など夏にちなんだプログラムを楽し
みました。
　最後に、おりがみで作った涼しげ
な金魚のプレゼントをもらった子ど
もたちは、みんなうれしそうな様子
でした。

高校生対象企業説明会「社会を明るくする運動」
街頭キャンペーン夏のおはなし会
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要保護児童対策地域
協議会代表者会議

TAMURA  HOT NEWS    〜話題の情報をピックアップ〜　たむらほっとニュース ・  9月号

　7 月 27、28 の両日、船引公民館
と片曽根山森林公園で、国立環境研
究所福島地域協働研究拠点の趙さ
ん、吉岡さん、石井さんを講師に、
公民館５館合同事業「昆虫探訪」を
開催し、市内の親子 18 組が参加し
ました。
　トラップを作って設置したり、さ
まざまな昆虫に触れたり、普段なか
なか体験できない標本作りをしたり、
昆虫について親子で夢中になって学
びました。

公民館５館合同事業
昆虫探訪

　7 月 28 日、田村市消防団常葉地
区隊と常葉方部民生児童委員協議会
は、共同で訪問活動を実施しました。
　常葉方部民生児童委員協議会は、
夏と冬の年 2 回独居高齢者宅への
ふれあい訪問活動を実施しています。
この活動に消防団常葉地区隊女性部
員が同行し、熱中症予防と火災予防
の呼びかけを行いました。
　今回訪問した方には、民生委員か
ら慰問品を、消防団からは熱中症予
防と住宅用火災警報器の設置に関す
るチラシをお渡ししました。

　田村市少年の主張大会は 7 月 28
日、市文化センターで開かれ、小学
生の部は「大切な命を守るために」
と題して発表した赤石澤優花さん（船
引小）、中学生の部は「全ての個性が
輝くために」と題して発表した箭内
里咲さん（船引中）が最優秀賞に選
ばれました。
　市内の小中学校から選ばれた代表
13 人が登壇し、社会に向けた意見
や未来への提案、日頃から心に思い
考えていることを、真っすぐな言葉
で発表しました。

熱中症予防・
火災予防活動

　7 月 29 日、「ふくしま県 GAP」認
証取得（認証品目ネギ）をした遠藤
農園（大越町）が県中農林事務所田
村農業普及所長より認定書が交付さ
れました。
　GAP は、「Good Agricultural 
Practice」の頭文字をとった言葉で、
食品の安全性・環境保全・労働安全
等に配慮した「良い農業の取り組み」
という意味です。遠藤農園は、「今後
は GAP 認証農場として、安全・安
心な農産物を県内外に PR していき
たい」と意気込みを語っていました。

　7 月 29 日、31 日、8 月 1 日の 3
日間、滝根Ｂ＆Ｇ海洋センターで初
心者向け水泳教室を開催し、滝根小
学校の児童 7人が参加しました。
　Ｂ＆Ｇセンター・インストラクター
の指導による息継ぎや蹴伸びの実技
講習、ライフジャケット浮遊体験や
背浮き、ペットボトルを用いた落水
時の対処法などを学ぶ「水辺の安全
教室」のほか、マリンスポーツのＳＵ
Ｐ（サップ）を体験した参加児童は、
水に対する苦手意識が和らいだよう
でした。

遠藤農園が「ふくしま県
GAP」認証を取得

「もう水は怖くないよ」
水泳教室

田村市少年の主張大会
伝えたい私たちの思い
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　7 月 31 日、市役所で、小学５・６
年生の希望者を対象に「第３回たむ
らチャレンジ塾」を開催しました。
全５回開催の今回は第３回で、滝根
中学校の竹川秀樹教頭と、英語を武
器に世界で活躍されている２人を講
師の先生としてお招きして、英語の
授業を行いました。次回は 10 月 5
日（土）午前 9 時～正午です。

第３回たむらチャレンジ塾
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